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第１回検討会において指摘された支援に係る課題

1. 小児がんについても、その後AYA世代になっていくので、支援につい
ての課題は小児・AYA世代共通であり、切れ目なく行っていく必要が
ある。
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小児・AYA世代の支援について

＜がん相談支援センターの主な業務＞
○ がんの病態、標準的治療法等の一般的な情報の提供
○ 地域の医療機関、診療従事者に関する情報収集、情報提供
○ セカンドオピニオンの提示が可能な医師の紹介
○ がん患者の療養上の相談
○ 就労に関する相談
○ 医療関係者と患者会等が共同で運営するサポートグループ
活動や患者サロンの定期開催等の患者活動に対する支援
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がん相談支援センター

がん診療連携拠点病院に設置
がん診療連携拠点病院 ：４００施設
＊平成２９年４月１日時点



小児がん拠点病院の整備に関する指針について（案）
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小児がん拠点病院とがん診療連携拠点病院等との相談支援
センターの連携について検討してはどうか。

Ⅱ 拠点病院の指定要件について

３ 情報の収集提供体制

（１）相談支援センター

＜相談支援センターの業務＞

カ 必要に応じて、地域の医療機関に対して相談支援に関する支援を行うこと

カ 必要に応じて、地域の小児がん診療に携わる医療機関やがん診療連携拠点病
院等に対して相談支援に関する支援を行うこと

ク（新規） 思春期と若年成人のがん患者については、必要に応じて、対応できる医
療機関やがん診療連携拠点病院等のがん相談支援センターに紹介すること

以下の内容を追記してはどうか。




